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善通寺 前田病院 

月 

〔純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

2014年 

第 77号 

号 

ご意見箱 

 

当院では信頼される医療、想いと優しさの伝わるケアを目指し、患者様

の立場に立ったよりよい医療を提供でるよう努めて参りたいと考えており

ます。正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」というご意見箱を設置しており

ますので、当院に対するご意見・ご要望等ございましたらご遠慮なくお聞

かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

日
中
は
蒸
し
暑
く
、
夜
は

肌
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
体
調
管
理
は
で
き
て

い
ま
す
か
。 

さ
て
、
先
月
よ
り
開
始
し

た
四
季
の
企
画
社
に
よ
る
造

園
工
事
が
終
わ
り
、
前
田
病

院
の
庭
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
と

和
の
テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ

た
斬
新
な
庭
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。 

 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
前
田
病
院
の
ガ
ー
デ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

○
親
睦
会
・
満
濃
池
ユ
ル
抜
き
・
か
わ
つ
花
菖
蒲 

○
新
人
紹
介 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

  

 

通
路
に
は
枕
木
ア
プ
ロ
ー

チ
、
中
心
部
に
は
石
の
机
や
椅

子
、
お
し
ゃ
れ
な
ガ
ゼ
ボ
、
ま

た
、
自
然
豊
か
な
壁
面
・
屋
上

緑
化
を
設
け
ま
し
た
。 

多
種
の
花
を
植
え
、
四
季
の

庭
と
し
て
、
一
年
中
楽
し
め
る

味
わ
い
深
く
お
も
む
き
の
あ
る

庭
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

平成 26年 7月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 皮膚科 

1 火 前田隆 西岡智 佐尾山 濱田 佐尾山 西岡智     

2 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

3 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

4 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山     鈴木一 

5 土 前田隆 鈴木康   濱田 前田隆       

6 日 休 診（日直 押領司） 

7 月 前田隆 池田   濱田   多田羅 横井   

8 火 前田隆 西岡智   濱田   西岡智     

9 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

10 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

11 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山       

12 土 前田隆 佐尾山   濱田 佐尾山     谷口 

13 日 休 診（日直 桑原） 

14 月 前田隆 池田   濱田   多田羅 横井   

15 火 前田隆 西岡智   濱田   西岡智     

16 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

17 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

18 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻正 佐尾山     鈴木一 

19 土 前田隆 鈴木康 佐尾山 濱田 佐尾山     谷口 

20 日 休 診（日直 桑原） 

21 月 休 診（日直 廣野） 

22 火 前田隆 西岡智 佐尾山 濱田 佐尾山 西岡智     

23 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山       

24 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛     

25 金 前田隆   佐尾山 辻正 佐尾山       

26 土 武田 鈴木康   濱田 武田       

27 日 休 診（日直 和田） 

28 月 前田隆 池田   濱田   多田羅 横井   

29 火 前田隆 西岡智 佐尾山 濱田 佐尾山 西岡智     

30 水 前田隆 多田羅 佐尾山 濱田 佐尾山 武田     

31 木 佐尾山 多田羅   辻正 佐尾山 野毛   鈴木一 

 

梅
雨
空
も
あ
け
ぬ
う
ち
、
七
月
に

入
り
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
間
、
豪
雨
あ
り
、
台
風
あ
り

と
天
候
不
順
で
す
。
皆
様
体
調
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

は
、
日
本
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
め
ず
残
念
で
し
た
。 

夏
の
季
節
、
高
校
野
球
の
香
川
大

会
が
、
参
加
四
十
校
の
も
と
開
催
さ

れ
て
お
り
、
連
日
の
熱
戦
が
続
い
て

お
り
ま
す
。 

純
心
会
と
し
て
は
、
病
院
の
前
庭

が
一
新
さ
れ
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
く

花
々
で
、
一
年
中
目
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
草
花 

 

の
よ
う
に
、
日
々
新
た
な
気
持
ち
を

持
っ
て
仕
事
に
立
ち
向
か
っ
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。 

こ
こ
で
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
ち
の

手
抜
き
で
す
。 

ベ
テ
ラ
ン
の
人
た
ち
は
変
化
を
嫌

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
新
し
い
取

り
組
み
へ
の
妨
害
へ
と
悪
化
し
て
い

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

自
分
を
目
立
た
せ
よ
う
と
す
る
仕

事
ぶ
り
の
人
、
し
ら
け
た
態
度
の
人
、

評
論
家
ぶ
る
人
、
こ
れ
ら
の
従
業
員

は
、
組
織
に
害
を
も
た
ら
す
だ
け
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

報
連
相
が
出
来
な
い
人
た
ち
が
そ

う
で
す
。
あ
れ
は
ど
う
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
か
ら
報
告
す
る
よ
う
で
は
失

格
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

素
直
な
心
で
真
面
目
に
、
一
歩
一
歩

進
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
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瀬戸
せ と

 信
まこと

（作業療法士） 

今年 4 月よりリハビリテーション科で勤務させていただいております、

瀬戸信です。 

勤めさせていただいてから約３ヶ月が過ぎましたが、まだまだ仕事の段

取りが不十分です。自分のできることを精一杯やりながら、仕事に慣れて

いきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

七
月
中
旬
に
は
、
観
音
寺
市
に
あ

る
豊
稔
池
で
ユ
ル
抜
き
が
行
わ
れ

ま
す
。 

 

豊
稔
池
の
ダ
ム
は
、
石
造
り
の
マ

ル
チ
プ
ル
ア
ー
チ
ダ
ム
と
し
て
有

名
で
、
特
に
ユ
ル
抜
き
時
は
、
豪
快

に
水
が
吹
き
出
す
様
を
一
目
見
よ

う
と
、
県
外
か
ら
も
大
勢
の
見
物
客

が
訪
れ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

た
け
な
わ
の
春
が
過
ぎ
、 

野
山
の
緑
が
色
濃
く
な
っ
て 

き
た
初
夏
の
頃
。
満
濃
池
で 

は
、
毎
年
恒
例
の
「
ユ
ル
抜 

き
」
が
六
月
十
五
日
に
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

今
年
は
日
曜
日
と
い
う
こ 

と
も
あ
り
、
大
勢
の
見
物
客 

が
水
門
の
周
り
を
取
り
囲
み
、 

一
斉
に
水
が
流
れ
出
す
様
子 

を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 
今
回
は
、
全
国
介
護
老

人
保
健
施
設
大
会
の
予

演
会
の
前
に
、
今
秋
完
成

予
定
の
純
心
会
・
善
心
会

グ
ル
ー
プ
の
保
育
所
に

つ
い
て
、
日
本
デ
イ
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
様
よ
り
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

梅
雨
に
入
り
、
九
州
や
関
東
地
方
で
は
過
去

に
例
の
な
い
程
の
豪
雨
や
雹
（
ひ
ょ
う
）
が
降

る
等
の
異
常
気
象
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

四
国
地
方
は
と
言
い
ま
す
と
、
ま
と
ま
っ
た

雨
が
降
ら
ず
カ
ラ
梅
雨
状
態
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
夏
の
水
不
足
が
心
配
で
す
ね
。 

そ
ん
な
最
中
、
毎
年
恒
例
の
純
心
会
・
善
心

会
合
同
の
親
睦
会
総
会
が
六
月
二
十
一
日
、
オ

ー
ク
ラ
ホ
テ
ル
丸
亀
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

人
あ
ま
り

の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
美
味
し

い
食
事
と
会
話

に
花
が
咲
き
、

有
意
義
な
時
間

を
共
有
で
き
ま

し
た
。 

「
讃
岐
の
水
が
め
」
と
呼
ば

れ
、
農
業
用
の
た
め
池
と
し
て

日
本
一
の
満
濃
池
で
す
が
、
過

去
に
決
壊
し
大
干
ば
つ
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
中
国

で
土
木
技
術
を
学
ん
だ
空
海

が
修
復
工
事
に
携
わ
り
、
現
在

の
ア
ー
チ
構
造
の
堤
防
を
設

計
し
た
と
い
う
の
は
有
名
な

話
し
で
す
。 

 

ネバネバ成分で弱った胃腸の消化吸収を助ける『オクラ』 
 

給食 

●●●３色ネバトロ丼●●● 

【材料】（２人分） 

納豆・・・50ｇ、山芋・・・50ｇ、オクラ・・・50ｇ、卵黄・・・2個分 

めんつゆ・・大さじ 3、ゴマ油・・・小さじ 1、わさび・・・適量 

【作り方】 

１．山芋は皮をむいてすりおろす。 

２．オクラは塩で板ずりして茹で、輪切りにする。 

３．納豆はしっかり混ぜておく。めんつゆにわさびを溶いてゴマ油を加える。山

芋、オクラ、納豆それぞれにめんつゆ（各大さじ１）を加えて混ぜる。 

４．小鉢に山芋、オクラ、納豆を盛り卵黄をおとし完成♪ 

※ごはんの他に、うどん、そば、豆腐などにのせても美味しいですよ 
 

 

 
 

  

 

坂
出
市
川
津
町
に
あ
る
、
か
わ

つ
花
菖
蒲
園
で
は
、
毎
年
六
月
に

な
る
と
六
万
本
以
上
の
し
ょ
う

ぶ
が
鮮
や
か
な
色
調
で
咲
き
誇

り
ま
す
。 

か
わ
つ
花
菖
蒲
園
で
は
、
早
生

（
わ
せ
）・
晩
生
（
お
く
て
）
な

ど
、
開
花
時
期
の
異
な
る
品
種
を

混
生
さ
せ
て
い
る
た 

め
、
期
間
中
は
咲
き 

具
合
が
移
り
変
わ
る 

様
子
を
楽
し
む
こ
と 

が
で
き
ま
す
。 

ヘタと実の間に出っ張ったガクに包丁

の刃を入れ、くるっと鉛筆削りのように

切り取ると、オクラの頭のヘタの部分も

茹でて食べられます。 
 

 

 

ね
ん
り
ん

荘
か
ら
も
見

学
に
行
き
、

そ
の
後
、
自

然
を
満
喫
し

な
が
ら
皆
で

お
い
し
い
食

事
を
楽
し
み

ま
し
た
。 


